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×

×

×

×

情報処理基礎，物理，電子計算機，数値解析，数値制御，自動制御

学科
学年

科目
分類

ＵＮＩＸの起動，ＵＮＩＸコマンド，ｖｉエディタ

グラフィックスを頻繁に利用することで，プログラミングに対する興味を持
ち，簡単な文法を理解し，ある課題に対するアルゴリズムを構築，プログラ
ミングできる事を目標とする．

ザ・Ｃ [第３版] －ＡＮＳＩ Ｃ準拠－，戸川隼人著，サイエンス社

Ｍ２

第 2回

科目目標
（到達目標）

教科書
器材等

第17回

数当てゲームとその改良(2) ゲームのレベルアップ機能追加

これまでの復習とレポートのヒント

前期期末試験（最終問題に授業の感想・希望を記述）

授業で利用するヘッダファイルの説明，グラフィックスの基礎

グラフィックス（１）　for を用いた繰り返し処理，レポート提出方法

グラフィックス（２）　for を用いた繰り返し処理の応用（２重ループ）

グラフィックス（３）  for を用いた繰り返し処理の応用（３重ループ）

第12回

第14回
第15回
第16回

ＵＮＩＸコマンド，プログラミング環境設定，プログラミングの方法

前期中間試験（最終問題に授業の感想・希望を記述）

試験問題の解答例の紹介と解説，最終問題の集計結果説明，授業方法の修正

グラフィックス（４）  scanf，printf を用いた数値入力と表示，#ｄｅｆｉｎｅ の使い方

グラフィックス（５）　if，while を用いた処理

第 9回
第10回
第11回

配列とポインタ（１）　配列とは

配列とポインタ（２）　ポインタの使い方，最大値・最小値

試験問題の解答例の紹介と解説，最終問題の集計結果説明，授業方法の修正

試験問題の解答例の紹介と解説，最終問題の集計結果説明，授業方法の修正

注意事項：プログラムの書き方，if，else if，else を用いた数当てゲーム

後期中間試験（最終問題に授業の感想・希望を記述）

関数を用いた処理（２）　引数・返値がある場合

関数を用いた処理（３）　子関数からの関数の呼び出し

関数を用いた処理（１）　関数の定義の仕方

学年末試験（最終問題に授業の感想・希望を記述）

グラフィックス（６）　ボール投げシミュレーション－１

グラフィックス（７）　ボール投げシミュレーション－２，学内プロコンの案内

データファイルの取り扱い　 fscanf，fprintf　の使い方

担当
プログラム演習

Computer
Programming

プログラミングをすることの意味とその有用性を理解することと，簡単な課題に対して，
アルゴリズムを作成しプログラミングできることを目指す．Ｃ言語を用い，単純な物理現
象をシミュレーションすることや，簡単なゲームプログラミングを通じて，基本的な文法
やグラフィック手法を学ぶ．説明は最小限にとどめ，学生が教科書などを参考にプログラ
ミングする時間を多く取る．授業中に作成した課題を提出させ，ミスや改良点・評価点を
記入後，返却することで，能力向上を図る．最後に，マイコンへのプログラムの実装を紹
介し，プログラミングの意義を強く認識させる．

定期試験：60%，提出課題：30%，特別に優秀な課題・自作課題に対する評価：10%
60点以上を合格とする．

内容紹介とプログラミングの有用性，プログラミングに関する学生の，認識調査のための作文

第 8回

第13回 数当てゲームとその改良(1) if と else if との違い

概　要

グラフィックス（８）　梁の自由振動のシミュレーション例の紹介

木・金の放課後

第 3回
第 4回

授業計画

第 5回
第 6回
第 7回

評価の基準と
方法

関連科目

第 1回

第18回
第19回
第20回
第21回

（授業は原則として教員が自由に参加できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。）

学年末試験の解答・解説，授業アンケート

第26回
第27回
第28回

マイコンを用いた制御システムの紹介，　総復習

配列とポインタ（３）　ポインタを用いた変数の受け渡し

第29回

第31回

第22回
第23回
第24回
第25回

オフィス
アワー

第32回

第30回



「あなたは授業内容が理解できましたか？」と「わからない事柄に関して、質問等積極的
に解決を目指す行動がとれましたか？」の問に対し，「あまり良くない」「悪い」と答え
た学生が半数強居る．これは，学生が疑問に思ったことに対し，十分に対応できていない
ことに起因すると思われる．１クラスに対し，一人の教員では授業中に全ての質問に答え
ることができない現状があるが，昨年度初めて，個人のＰＣでもレポートを作成できる環
境を提供した．このことにより，上級生である３年生からの学生寮などでのアドバイスを
受けやすくなったはずであり，学生間でかなりの解消が望まれる．また，メールやe-
Learningでの質問の受付も，積極的にアナウンスし，実施する予定である．

090324

授業アンケー
トへの対応

備　考
更新履歴


